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跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 24 号　（2017 年 7 月 14 日）
50 年前の沖縄の船旅
―本土復帰前の「アメリカ世」の「島ちゃび」瞥見―
Cruises around Ryukyu Archipelago in 1967; Brief Vision concerning  










































































　東京在住の中学・高校時代の部活の友人・岡橋氏から突然に「3月 15 日～ 25 日（2日ほどおく
らしてもよい）岡橋、犬塚氏と沖縄へ行く。費用 2万 5 千円位。こちらでいくヤツがおったら、



















































　昭和42年 3月 10日ころ小田氏からの電話メモには3月「9日に東京の二人許可さる。15日 12：
30 頃岡橋、犬塚氏帰阪





× 70 ＝ 25,200 　2万円迄　3万円」という学生の携行品としてごくささやかな品々であった。
3 ．関西汽船と琉球海運による船旅
　昭和 42 年 3 月 10 日より前に関西汽船乗船券発売所で聞き「名瀬那覇直行　沖之島丸（毎月 6、
16、26 日）那覇 2等 4,860 円　特 2　6,080 円　1 等 9,290 円、特 1　13,610 円」とメモし、神戸
港中突堤の乗り場の地図を入手して、印を付けるなど、かなり緊張して下見までしている。
　筆者の出発当日の「日記」によれば、関西汽船での出帆の様子は以下のようであった。
　「3月 16 日　7時 20 分頃起床、9時 10 分頃Ｂ岸壁に着いたところ、三人の姿なし…9時 40 分頃
小田氏と犬塚氏同時に到着。岡橋氏も 10 分後に着く。まず出国手続のところへならび、10 時前
から手続開始。まず書類のチェック。つづいて［徴税］というボックスのところで、出国の証印
をうける。一緒にならんでいた犬塚氏ははやくも手荷物の検査をうけていたので、えらいはやい


















































は実に乗船した 3ヵ月後の昭和 42 年 7 月 1 日からで、“RYUKYU”と標指した三角旗といっしょ









































跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 24 号　2017 年 7 月 14 日
　〔写真－ 8〕の街頭デモは 2月 24 日の立法院デモなど「教職員に対して政治活動の制限、争議
行為の禁止、勤務評定をする」「教公二法案阻止」に関連するものであろうか。〔写真－ 6〕の山
形屋百貨店は大正11年那覇市西本町に開業した山形屋呉服店沖縄支店に始まり、昭和5年那覇市
の中央、東町の警察署跡に新築移転して沖縄初となるデパートを開業した。昭和 19 年 10 月空襲
で焼失するが、昭和 30 年国際通に移転し新装開店した。（平成 11 年 8 月 31 日閉店、跡地にホテ
ル JALシティ那覇開業）
　また〔写真－ 5〕の大越百貨店は大城組創業者・大城鎌吉により昭和 32 年 6 月株式会社大越が










































































　昭和 40 年 7 月「黒い殺人機 B52 が嘉手納に飛来しベトナム爆撃をはじめた」24）り、昭和 43 年










































































　大戦で崇元寺本堂も焼失、一部破壊された石造の廟門も昭和 26 年 9 月崇元寺石門修復工事起













和 10 年 1 月 23 日那覇～首里間を開業した首里市営バスのマークと同一である。おそらく旧首里








































1 ）拙稿「50 年前の日本一周の鉄道旅」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 23 号、平成 29 年
1 月。






沖縄の鉄道』沖縄出版、昭和 61 年、p98 ～ 112 などを参照。
6）琉球火災海上保険は昭和 25 年 9 月設立、昭和 46 年 12 月共和火災海上保険と合併し大同火災海上保
険となる。
7）岩崎奈保子「『琉球貿易図屏風』の成立について─下貼文書の検討から─」『滋賀大学経済学部附属史
料館紀要』第 34 号、平成 13 年 3 月。
8）Air Americaは CIAがベトナム戦争時に秘密作戦を行うために設立されたフロントカンパニー。昭













人権問題となったという。県民の国籍表示が琉球人から日本人になったのは昭和 42 年 9 月 16 日から。
11）スタンプ帳『北海道から沖縄まで』（昭和 39 年 7 月 27 日ノサップ岬スタンプ～）。
12）一足先に昭和 26 年 12 月 5 日北緯 29 度以北の 10 島村本土復帰、昭和 28 年 12 月 25 日奄美大島本土
へ復帰したため、鹿児島県大島郡与論島と沖縄本島の北端・辺土岬の間に“国境”があった。
13）昭和 42 年「三月十七日夜　名瀬港にて」名瀬 42.3.18 前 0 － 8 消印。
14）「ひめゆり丸御乗船記念　琉球海運」スタンプ。
















24）25）『那覇百年のあゆみ』那覇市、昭和 55 年，p188 ～ 9。
26）前掲百年，p204。



















3月 16 日　木　神戸港関西汽船「ひめゆり丸」12：00 発の予定が遅れて 14：20 頃、船中泊
 17　　金　名瀬港 21：00 着　船中泊
 18　　土　 那覇港 10：00 着  
街頭デモ南陽相互銀行前、大越百貨店屋上、春海荘泊
 19　　日　 中北部定期観光バス、首里守礼門、  
万座毛、本部町渡久地、今帰仁町伊豆味パイナップル畑、米軍専用ビーチ、夜は
乙姫劇団「琉劇（第一回）」観賞。春海荘泊
 20　　月　 午前中は自由行動 那覇市バスターミナル（旧県営鉄道那覇駅跡）玉御陵、昼から
南部定観（ ひめゆりの塔、黎明の塔、沖縄師範健児の塔、摩文仁の丘。春海荘泊













 28　　火　 第一東光丸で石垣へ、パイン工場、上布工場、大浜像。夕ときわ座 39）公演、石
垣Ｈ泊
 29　　水　石垣発 15：00 宮古丸で出発、船中泊
 30　　木　ナハ着、春海荘で休養＋1泊
 31　　金　 朝　自由行動（小田・・ラジオ、余・・東急ホテル、崇元寺、犬・・空欄）  
那覇港琉球海運「ひめゆり丸」で正午出帆、船中泊
4月 1 日　土　昼すぎ　鹿児島着　西鹿児島発 19：50 急行しろやま、車中泊
 2 日　日　大阪着 15：20
（典拠 ）昭和 42 年 3 月 16 日～ 4月 2日「沖縄旅行の日程メモ」「日記」撮影写真、当時の収集資
料類。

